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令和 5年度第 1回 高知がん診療連携協議会 放射線治療部会 議事要旨 

 

 

１．日  時   令和 5年 11月 10日（金）18：00～18：33 

２．場  所   ザ クラウンパレス阪急高知 3階 蘭の間 

         開催形式：ハイブリット（現地・WEB） 

３．出席者等   別紙のとおり 

 

４．議  事   

議題 

１．放射線治療部会長挨拶  

木村部会長から、部会長就任の挨拶があり、部会の設置目的等について説明が行わ

れた。 

 

２．放射線治療部会の概要 

  木村部会長から、スライド資料に基づき、下記の説明が行われた。 

   ・がん診療連携拠点病院の整備に関する指針 

   ・高知県の放射線治療の患者数の将来予測 

   ・高知県内の実働する放射線治療専門医の人数 

   ・高知県内の各医療機関の現状 

   ・取り組むべき施策 

    三本看護師（高知大学医学部附属病院）から、放射線治療部会としての PDCAサ

イクルについての説明があった。 

 

 ３．自己紹介 

出席委員による自己紹介が行われた。続いて、木村部会長が副部会長に西岡委員

を指名し、了承された。 

前田委員から、放射線専門医数が少ないことについての質問があり。それに対し

木村部会長から、赴任後 3 年間で 2 名の新規入局があったが、まだまだ少ない状況

で、リクルートに尽力している。しかし、その養成には時間がかかるため、問題の解

消にはさらに時間が必要である。この人材不足に対処するため、即戦力となる経験

豊富な中堅の放射線医を県外からヘッドハンティングすることにも努めているとの

説明があった。 

 

 ４．第１回放射線治療部会講演会について 

木村部会長から第１回放射線治療部会講演会の説明があった。 

 

５．その他 

次回は２月に幡多けんみん病院で、第 2 回講演会の開催を予定していることの報

告が行われた。 

 

【配付資料】 

・議事次第及び説明スライド 

・資料１_高知がん診療連携協議会放射線治療部会細則 

・資料２_高知がん診療連携協議会 放射線治療部会 事業計画 

・資料３_高知がん診療連携協議会 放射線治療部会 委員名簿 

 



第 26 回高知がん診療連携協議会 資料 8 

高知癌診療連携協議会放射線治療部会/第1回講演会 参加者アンケート結果 

テーマ：放射線治療の最新の知見や実践～消化器がん～ 

講師：伊藤 芳紀先生（昭和大学病院 放射線治療科教授 

日時：令和5年11月10日 19時～20時 

場所：ザ クラウンパレス新阪急高知 3階 蘭の間 

開催形態：現地＋WEB 

対象者：放射線治療に携わる医療従事者 

 

《アンケート結果》 

参加者：47名（現地：28名 WEB：19名） 

回答者：25名 （55.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 放射線治療をされていると回答された方で、対応でお困りのことがあれば教えてください 

・呼吸移動、心拍動、毎回の体位の微妙なずれと高精度治療計画との整合性 

・診療報酬上常勤医が2名以上、うち専門医1名以上いないと IMRT加算が算定できないのがずっと疑問です 

・円背の患者さんのセットアップ 

・患者を依頼する時点での元診療科医師は、どれくらいの情報提供を患者や家族に事前に提供すべきでしょうか 

・人手不足 

 

６． 本日の講演会へのご意見、感想などご自由にお書き下さい 

・技師にもわかりやすい講演でした。 

・専門的な内容で講演内容自体が難しかった。最近、当院でも放射線治療の講演会に参加したばかりであったため、がん治療のひとつとして興味があり

聴講させていただきました。大変勉強になりました。ありがとうございました。 

・大変有意義でした。どうも有り難うございました。 

・最近は維メタ直腸がん術前照射としての5Gyx5回は、良い方法だと思いますが、照射後の副作用で皆さん悩まれています。また、経営上は1回大量

照射の恩恵がないので、特に指示がなければ、経営上は1.8Gyx28回を選択してしまいます。学会でのご対応を宜しくお願いします。 

・臨床でも意識して、今後の診療に活かしたい。 

・関係する他の診療科医師である外科 診断科 消化器内科 腫瘍内科 などや 技師 看護師などの職種を越えて放射線治療関係者 学生などが参

加する講演会となるよう期待してます。 

・大変勉強になりました。 

・これからも是非長く続けて、色々な情報を提供して下さい。 

・1時間内でのたくさんのスライド、及び早口だったので、少し聞きづらかった。専門性が強かった。開業医レベルでは難しかった。 

・非常に勉強になりました。ためになるご講演ありがとうございました。 


